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2010年２月１日（毎月1回1日発行） 第485号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事25名　監事3名　総代203名　班長1334名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００９年12月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,400 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

26,251世帯 
1,230,287,000円 

46,866円 

　
２
０
１
０
年
４
月
か

ら
、
看
護
師
国
家
受
験

資
格
に
大
学
卒
業
が
明

記
さ
れ
、
卒
後
臨
床
研

修
に
つ
い
て
は
努
力
義
務
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
事
実
上
、
大

学
教
育
を
受
け
た
看
護
師
養
成
が

今
後
の
基
軸
と
な
る
▼
そ
ん
な
動

き
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
准

看
護
師
養
成
施
設
は
こ
こ
十
年
で

ほ
ぼ
半
減
し
た
。
さ
ら
に
看
護
の

高
度
化
、
専
門
化
の
資
格
制
度
も

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
▼
先

進
医
療
は
大
切
で
は
あ
る
が
、
患

者
さ
ん
は
、
先
進
医
療
で
助
か
る

方
ば
か
り
で
は
な
い
▼
大
学
を
卒

業
し
、
認
定
・
専
門
看
護
師
資
格

取
得
も
重
要
な
役
割
が
あ
る
が
、

同
時
に
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

介
護
療
養
看
護
の
現
場
な
ど
で
心

の
支
え
と
な
り
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
側
に
い
る
看
護
師
も
重
要
で
あ

る
▼
看
護
師
間
で
も
得
意
分
野
、

専
門
分
野
の
切
り
わ
け
を
明
確
に

し
て
、
必
要
に
応
じ
て
助
け
合
い
、

補
い
合
う
方
法
論
が
確
立
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
▼
ま
た
、
看

護
師
養
成
に
と
っ
て
重
要
な
の
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
で
も
あ
る
。

大
学
卒
業
者
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
歴
を
経
て
看
護
師
の
道

を
め
ざ
す
人
も
多
い
。
努
力
し
だ

い
で
夢
を
追
い
求
め
ら
れ
る
環
境

は
必
要
で
あ
る
▼
看
護
現
場
で
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
学
べ
な
い
こ
と

も
多
い
。
単
に
職
業
人
の
能
力
だ

け
で
は
な
く
人
間
と
し
て
の
成
長

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
看
護
師

の
教
育
に
必
要
な
の
は
人
材
教
育

よ
り
、
成
長
支
援
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
▼
多
く
の
人
間
の
死
と
い
う

究
極
の
状
態
に
接
し
て
も
、
へ
ば

ら
な
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
は
、
人
間
教
育
が
不
可
欠
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
（
金
子
） 

あぜ道 あぜ道 

大根は、かぜ予防に役立つビタミンＣが豊富。消化酵素のアミラーゼも多いので、消化を助けて胃腸の働きを整える効果もあります。 
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協
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り
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げ
よ
う
」

「
保
健
生
協
を
盛
り
上
げ
よ
う
」 

「
保
健
生
協
を
盛
り
上
げ
よ
う
」

「
保
健
生
協
を
盛
り
上
げ
よ
う
」 

「
保
健
生
協
を
盛
り
上
げ
よ
う
」 

楽
し
く
支
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト 

　
沼
田
東
支
部
で
は
、
毎
年
年
度
初
め
に
年
間
計
画
・
予
算
立
て
を
つ
く
り
、
各
企

画
の
担
当
役
員
を
決
め
て
自
主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
１
月
21
日
（木
）に
は
恒
例
の
支
部
新
年
会
を
花
咲
温
泉
の
「
旅
館
み
や
ま
」
で
開

き
ま
し
た
。 

　
組
合
員
同
士
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
「
今
年
も
健
康
を
維
持
し
よ
う
」
と

確
認
し
合
い
、
新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。 

みんなで「命を守る」とりくみに 
参加・協力を！ 

みんなで「命を守る」とりくみに 
参加・協力を！ 

～保健活動交流集会に参加しよう～ ～保健活動交流集会に参加しよう～ 

第33回保健組織活動交流集会 

日　　時…３月７日（日）受付９時～15時30分 

場　　所…沼田市保健福祉センター４Ｆホール 

記念講演…「私たちの命と医師を守る宣言」 
　　　　　　　　　 　　  のとりくみについて 

講　　師…医療生協さいたま　理事 高澤絢子 

活動報告…６～８演題（詳細は次号で） 

参加希望の方は、各支部役員か組織課 
（☎22-2300）までご連絡下さい。 

１
０
４
歳
の
元
気
を
お
す
そ
分
け
！ 

老
建
と
ね 

餅
つ
き
大
会 

　
１
月
18
日
、
毎
年
恒
例
の
餅

つ
き
大
会
が
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ

シ
ョ
！
」
と
い
う
力
強
い
掛
け
声

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
餅
の
つ
き
手
と
し
て
積
極
的
に

立
候
補
す
る
方
も
い
れ
ば
、
指
名

さ
れ
て
恥
ず
か
し
そ
う
に
笑
み
を

浮
か
べ
な
が
ら
頑
張
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。 

　
数
え
で
１
０
４
歳
に
な
る
根
岸

い
は
さ
ん
も
杵
を
握
り
し
め
、
力

を
こ
め
て
お
餅
を
つ
い
て
く
れ
ま

し
た
。
「
い
は
さ
ん
が
つ
い
て
く

れ
た
餅
だ
か
ら
、
食
べ
れ
ば
長
生

き
で
き
る
よ
」
「
健
康
と
元
気
に

あ
や
か
ろ
う
」
と
感
謝
し
な
が

ら
、
つ
き
た
て
を
き
な
粉
・
あ
ん

こ
・
か
ら
み
餅
に
し
て
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
沼
田
市
の
邦
楽
協
会
「
清
翠

会
」
の
琴
の
演
奏
で
優
雅
な
ひ

と
と
き
が
過
ご
せ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
８
人
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
、
無
事
に
新

年
の
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
利
用
者
様
か
ら
た
く
さ
ん
の

笑
顔
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
今

年
も
職
員
一
同
、
利
用
者
の
皆

様
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
心
に
誓
い

ま
し
た
。 

　
（
支
援
相
談
員
　
千
明
香
織
） 

　
全
国
的
な
医
師
不
足
の
波
が
こ
の
利

根
沼
田
地
区
に
も
直
撃
し
、
利
根
中
央

病
院
で
も
内
科
医
師
が
削
減
さ
れ
、
患

者
も
職
員
も
大
変
辛
い
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
は
、
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
病
院
は

沢
山
あ
り
、
ま
た
そ
の
問
題
を
改
善
・

克
服
さ
れ
て
い
る
病
院
が
あ
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。 

　
当
生
協
と
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
問

題
解
決
の
た
め
、
長
坂
病
院
長
を
中
心

に
「
人
材
確
保
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
と
組
合
員

代
表
の
非
常
勤
理
事
四
名
を
含
め
た
委

員
構
成
で
、
良
い
結
果
を
導
く
た
め
の

改
善
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

　
３
月
７
日
の
保
健
組
織
活
動
交
流
会

集
会
で
は
、
「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
」

か
ら
講
師
を
招
き
、
「
地
域
の
人
々
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
医
師
の
過

重
負
担
を
減
ら
す
運
動
を
組
合
員
と
医

療
従
事
者
が
進
め
て
い
る
と
り
く
み
」

に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
す
。 

　
医
師
を
守
る
こ
と
は
、
地
域
の
医
療

や
私
達
の
命
を
守
る
こ
と
に
直
結
し
ま

す
。 

　
是
非
、
多
く
の
方
に
聞
い
て
頂
き
当

生
協
の
「
命
を
守
る
」
と
り
く
み
に
参

加
、
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
（
人
材
確
保
委
員
会
　
久
枝 

允
） 

　
今
回
の
新
年
会
担
当
は
理
事
の

生
方
輝
房
さ
ん
で
す
。
場
所
の
選

定
か
ら
会
費
徴
収
、
送
迎
バ
ス
の

巡
回
路
な
ど
を
決
め
、
総
代
さ
ん

と
協
力
し
て
各
班
長
に
チ
ラ
シ
を

配
っ
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
今
回

は
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
、
旅
館
に
到
着
し
て
さ
っ

そ
く
温
泉
に
浸
か
る
と
、
お
楽
し

み
の
昼
食
交
流
の
は
じ
ま
り
で
す
。 

　
支
部
長
の
児
玉
洋
明
さ
ん

は
「
今
、
中
央
病
院
は
医
師

が
少
な
く
な
っ
て
本
当
に
大

変
な
時
期
。
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
病
院
を
盛
り
上

げ
病
院
建
設
が
す
す
む
よ
う

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

地
域
に
必
要
な
病
院 

協
力
し
合
っ
て
建
設
を 

　
食
事
と
と
も
に
会
話
が

弾
む
。
話
題
は
も
っ
ぱ
ら

健
康
の
こ
と
に
。
「大
好
き

な
酒
を
減
ら
し
て
三
日
に

一
回
は
休
肝
日
を
つ
く
っ

て
る
よ
」「
塩
気
に
気
を
つ

け
た
か
ら
24
時
間
蓄
尿
塩

分
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
が
良
く

な
っ
た
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
会

話
し
な
が
ら
の
方
が
効
果
的
な
ん

だ
っ
て
」
等
々
。 

　
ま
た
10
月
の
配
布
者
「
ご
苦

労
さ
ん
会
」
の
話
題
に
な
り
「
あ

と
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
は
楽
し
い
け

ど
負
け
る
の
が
難
し
い
ね
」
「
内

臓
脂
肪
チ
ェ
ッ
ク
や
健
脳
体
操
が

良
か
っ
た
」「
自
己
紹
介
で
隣
町

班
長
の
顔
が
わ
か
っ
て
良
か
っ

た
」
等
、
話
題
は
つ
き
ま
せ
ん
。 

　
年
間
計
画
の
一
環
で
は
、
11

月
に
十
王
公
園
前
の
尾
瀬
市
場
の

一
角
を
借
り
て
「
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
い
好
評
で
し
た
。

「
支
部
の
活
動
を
地
域
に
役
立
て

よ
う
」「
次
回
は
も
っ
と
地
域
の

人
に
も
声
か
け
を
し
よ
う
」
と
集

ま
っ
た
総
代
で
確
認
し
合
い
ま
し

た
。 

支
部
の
活
動
を 

み
ん
な
の
健
康
に 

　
沼
田
東
支
部
で
は
今
後
の
予
定

と
し
て
、
２
月
に
上
原
町
の
定
例

班
会
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」、
３
月
に
は
支
部
学
習

会
と
し
て
「
市
内
の
介
護
施
設
の

見
学
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
新
年
会
で
も
「
今
は
、
色
ん
な

形
態
の
施
設
が
あ
る
よ
ね
」「
い

つ
世
話
に
な
る
か
わ
か
ん
ね
え
し
、

実
際
の
見
学
は
い
い
ね
」「
介
護

保
険
は
高
く
て
困
る
よ
」
と
介
護

に
関
す
る
会
話
が
聞
こ
え
ま
し
た
。 

　
児
玉
支
部
長
が
話
し
ま
す
。

「
次
世
代
の
担
い
手
づ
く
り
が
直

面
し
て
い
る
課
題
。
こ
う
い
う
活

動
を
大
事
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
地
域
の
た
め
に
な
る
活
動

を
拡
げ
て
い
き
た
い
」
と
。 

　
新
年
会
の
参
加
者
か
ら
は
「
来

年
も
や
っ
て
ほ
し
い
」「
健
康
を

維
持
し
て
絶
対
参
加
す
る
よ
」
と

力
強
い
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

楽
し
い
活
動
が
大
事 

お楽しみの昼食会で健康を願ってカンパイ♪ 

沼田東支部 



 

利 根 の 保 健  

　
１
月
７
日
、
利
根
保
健
生
協
の

全
職
員
年
頭
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
は
じ
め
に
都
筑
理
事
長
は
「
当

生
協
は
55
年
の
歴
史
が
あ
り
、
地

域
住
民
・
組
合
員
の
協
力
に
よ
り

成
長
し
て
き
た
。
今
年
は
、
そ
の

歴
史
を
誇
り
に
み
ん
な
で
協
力
し

て
新
病
院
建
設
、
新
診
療
所
開
院

に
着
手
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」 

　
長
坂
病
院
長
か
ら
は
、
経
営
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
収
入
を
確

保
し
支
出
を
見
直
す
具
体
的
な
対

応
策
が
提
案
さ
れ
、
職
員
全
体
の

取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
原
田
歯
科
診
療
所
長
か
ら
は
、

新
年
度
、
研
修
医
３
人
の
受
け
入

れ
、
西
部
夢
プ
ラ
ン
診
療
所
の
開

院
準
備
等
を
含
め
、
新
た
な
事
業

に
取
り
組
む
年
で
あ
る
。
と
そ
れ

ぞ
れ
年
頭
に
当
た
っ
て
の
決
意
が

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
一
年
間
に
医
療
、

教
育
、
保
健
組
織
の
諸
活
動
が
優

秀
だ
っ
た
職
場
、
個
人
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
年
間
に
生
協
の
各
施
設

（
病
院
、
歯
科
、
片
品
、
老
健
）

の
窓
口
に
設
け
て
あ
り
ま
す
「
ユ

ニ
セ
フ
募
金
箱
」
に
３
万
４
千
９

３
１
円
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
い
ま
、
開
発
途
上
国
の
赤
ち
ゃ

ん
は
、
自
宅
で
産
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
免
疫
力
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
不
衛
生
な
出
産
に
よ

り
破
傷
風
な
ど
の
感
染
症
に
か
か

っ
て
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
ユ

ニ
セ
フ
で
は
、
産
前
・
産
後
の
家

庭
訪
問
で
「
命
の
守
り
方
」
を
広

め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
募
金
」
は
、
こ
う
し
た
世

界
の
子
ど
も
達
へ
の
支
援
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
い
て
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
病
院
外
来
窓
口
隣
り
の
「
ユ
ニ

セ
フ
コ
ー
ナ
ー
」
に
「
使
用
済
み

切
手
回
収
箱
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
ご
家
庭
に
あ
る
不
要
と
な
っ
た

封
筒
や
ハ
ガ
キ
に
貼
ら
れ
た
普
通

切
手
。
未
使
用
か
使
用
済
み
ど
ち

ら
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
切
手
の
回
り

１
セ
ン
チ
か
ら
５
ミ
リ
く
ら
い
残

し
て
切
り
取
っ
て
お
持
ち
下
さ
い
。 

　
こ
の
「
切
手
」
は
、
愛
好
家
や

業
者
に
買
い
取
ら
れ
て
、
換
金
さ

れ
寄
付
さ
れ
ま
す
。 

　
１
月
20
日
、
利
根
歯
科
診
療
所

10
年
度
の
「
方
針
つ
く
り
検
討

会
」
を
歯
科
利
用
委
員
会
（
代
表

綿
貫
藤
江
理
事
）
、
理
事
会
組
織

委
員
ら
六
人
を
迎
え
行
い
ま
し
た
。 

　
現
地
に
新
築
移
転
し
て
七
年

目
、
経
営
状
況
で
は
予
算
を
上
回

り
推
移
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
り

中
身
を
豊
か
に
し
た
い
。
新
年
度

は
「
西
部
夢
プ
ラ
ン
」
み
な
か
み

町
後
閑
に
建
設
着
工
、
医
師
体
制

も
決
ま
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
部
署
の
活
動
報
告
を
受

け
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
秋
に
行
っ
た
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
待
ち
時
間
等

に
関
し
て
は
満
足
度
が
向
上
し
て

い
る
も
の
の
、
受
付
の
対
応
な
ど

で
不
満
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
職
場
内
で
注
意
し
あ
え
る
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
る
。
こ
と
で

確
認
し
ま
し
た
。 

　
久
枝
理
事
か
ら
「
大
事
な
事
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
一
層
の
努
力

で
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
歯
科
を
め

ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ま
と

め
が
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

角
田
す
み
子 

〈
薄
根
支
部
〉 

阿
部
　
龍
明 

金
子
　
正
幸 

〈
白
沢
支
部
〉 

吉
澤
　
　
照 

小
林
あ
い
子 

〈
利
根
南
支
部
〉 

吉
野
　
睦
三 

石
田
　
好
秋 

新
井
マ
サ
子 

佐
々
木
な
を
江 

角
田
タ
マ
子 

角
田
　
勝
江 

角
田
　
達
夫 

〈
片
品
支
部
〉 

星
　
　
豊
四 

〈
川
場
支
部
〉 

小
林
　
浩
一 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

富
岡
　
健
一 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

佐
藤
　
一
郎 

金
子
　
正
善 

茂
木
　
民
子 

〈
高
山
支
部
〉 

須
藤
フ
サ
エ 

小
林
あ
い
子 

五
嶌
　
文
代 

金
井
　
貞
子 

〈
中
之
条
町
〉 

今
井
千
佐
子 

〈
東
吾
妻
町
〉 

根
岸
　
雄
二 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1860
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　（
1490
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
460
口
以
上
） 

石
井
　
光
治 

　（
270
口
以
上
） 

林
　
初
太
郎 

　（
220
口
以
上
） 

須
田
　
正
文 

　（
170
口
以
上
） 

生
方
　
輝
房 

　（
90
口
以
上
） 

�
酒
井
田
洋
一 

　（
80
口
以
上
） 

�
生
方
　
博
美 

　（
70
口
以
上
） 

�
井
田
　
孝
一 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
220
口
以
上
） 

高
橋
　
初
江 

　（
50
口
以
上
） 

�
星
野
　
き
く 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
60
口
以
上
） 

戸
丸
　
卓
三 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
70
口
以
上
） 

角
田
　
孝
平 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
2550
口
以
上
） 

奥
木
　
　
茂 

　（
1660
口
以
上
） 

奥
木
　
　
好 

　（
320
口
以
上
） 

関
　
　
英
一 

　（
260
口
以
上
） 

落
合
　
孝
次 

　（
180
口
以
上
） 

高
橋
　
　
董 

　（
100
口
以
上
） 

角
田
　
和
喜 

　（
90
口
以
上
） 

�
野
中
　
忠
信 

　（
50
口
以
上
） 

�
石
原
　
銀
司 

　（
40
口
以
上
） 

�
和
田
　
英
一 

　（
20
口
以
上
） 

�
星
野
　
一
男 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
1270
口
以
上
） 

�
南
雲
　
成
子 

　（
650
口
以
上
） 

稲
垣
　
隆
三 

　（
300
口
以
上
） 

田
村
　
利
男 

　（
110
口
以
上
） 

宮
島
　
　
茂 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

�
小
林
角
太
郎 

　（
30
口
以
上
） 

�
矢
後
　
光
一 

　（
10
口
以
上
） 

�
阿
部
　
　
守 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
40
口
以
上
） 

�
角
田
　
一
男 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
110
口
以
上
） 

�
木
暮
　
正
良 

田
中
喜
十
郎 

　（
20
口
以
上
） 

�
黒
岩
　
　
卯 

　（
10
口
以
上
） 

�
千
喜
良
啓
五 

今
井
　
英
二 

今
井
　
礼
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
150
口
以
上
） 

�
金
子
　
秀
子 

　（
100
口
以
上
） 

�
中
村
　
幸
一 

植
野
　
良
一 

　（
30
口
以
上
） 

�
立
木
　
一
重 

小
林
あ
い
子 

　（
20
口
以
上
） 

�
中
村
ち
よ
子 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1550
口
以
上
） 

�
小
林
　
喜
市 

　（
610
口
以
上
） 

�
金
子
　
和
一 

　（
120
口
以
上
） 

�
田
村
　
哲
也 

　（
60
口
以
上
） 

桑
原
知
恵
雄 

〈
利
根
南
支
部
〉 

　（
60
口
以
上
） 

�
角
田
昭
一
郎 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
2260
口
以
上
） 

 

原
沢
　
粂
夫 

　（
270
口
以
上
） 

�
角
田
彦
三
郎 

　（
230
口
以
上
） 

�
星
野
　
初
三 

　（
170
口
以
上
） 

�
入
沢
　
文
三 

　（
140
口
以
上
） 

�
星
野
　
　
功 

　（
130
口
以
上
） 

�
星
野
　
健
一 

倉
田
平
四
郎 

　（
120
口
以
上
） 

�
星
野
　
豊
治 

　（
90
口
以
上
） 

�
星
野
希
久
枝 

星
　
　
豊
四 

　（
80
口
以
上
） 

�
星
野
　
弘
一 

星
野
　
行
雄 

入
沢
ハ
ル
子 

　（
70
口
以
上
） 

�
星
野
　
誠
治 

　（
60
口
以
上
） 

�
倉
田
　
　
勝 

　（
40
口
以
上
） 

�
星
野
　
清
吉 

小
林
　
保
子 

　（
30
口
以
上
） 

�
高
山
　
浩
作 

千
明
　
　
清 

星
野
　
力
造 

倉
田
　
正
治 

　（
20
口
以
上
） 

�
星
野
　
孝
男 

星
　
　
　
充 

戸
丸
　
長
太 

　（
10
口
以
上
） 

�
石
田
三
枝
子 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
100
口
以
上
） 

�
戸
丸
嘉
一
郎 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
140
口
以
上
） 

今
井
　
宗
平 

　（
90
口
以
上
） 

�
高
橋
　
才
介 

　（
50
口
以
上
） 

�
川
端
　
和
子 

　（
40
口
以
上
） 

�
遠
藤
　
登
二 

吉
本
　
春
夫 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
580
口
以
上
） 

高
橋
光
三
郎 

　（
330
口
以
上
） 

近
藤
久
美
恵 

　（
270
口
以
上
） 

原
　
　
　
等 

　（
110
口
以
上
） 

高
橋
　
芳
夫 

　（
100
口
以
上
） 

阿
部
　
　
茂 

高
柳
　
欽
一 

　（
60
口
以
上
） 

林
　
　
次
男 

　（
40
口
以
上
） 

田
村
　
勝
男 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
1930
口
以
上
） 

小
崎
洋
一
郎 

　（
140
口
以
上
） 

角
屋
　
由
和 

　（
130
口
以
上
） 

田
村
貴
代
美 

　（
100
口
以
上
） 

長
谷
川
博
子 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
110
口
以
上
） 

安
達
　
　
澄 

　（
100
口
以
上
） 

山
岸
　
満
男 

　（
60
口
以
上
） 

木
檜
　
武
一 

山
崎
　
喜
一 

　（
50
口
以
上
） 

本
多
　
岩
雄 

藤
原
　
　
緑 

　（
10
口
以
上
） 

木
桧
　
行
孝 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
970
口
以
上
） 

林
　
　
篤
次 

　（
570
口
以
上
） 

�
澤
英
之
助 

　（
120
口
以
上
） 

�
柳
井
　
　
勇 

　（
40
口
以
上
） 

石
井
　
重
男 

　（
20
口
以
上
） 

関
上
　
源
作 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
650
口
以
上
） 

諸
田
　
邦
男 

　（
620
口
以
上
） 

倉
沢
　
一
郎 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
120
口
以
上
） 

小
林
　
章
宏 

　（
10
口
以
上
） 

�
鈴
木
　
昭
司 

よ
う 
 

こ
そ 

12
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
12
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
三
四
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

12
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
12
月
の
増
資
は
八
一
四
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
一
一
七
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 
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●と　き　３月14日（日） 
●ところ　老人保健施設とね　 
  　　　　    （十王公園南側 ３階の建物） 
●参加費　１，０００円 
●申し込み先　２月末日までに下記実行委員へ 

第25回　囲碁大会 第25回　囲碁大会 第25回　囲碁大会 

沼　田　　石倉　恒治　２３-０７０６ 
　　　　　染谷　　威　２２-３４４２ 
　　　　　保坂　友衛　２４-５９７４ 
　　　　　永井　達郎　２３-１９６４ 
　　　　　原　二次男　２３-１８７０ 
旧白沢　　小野　武司　５３-２１５７ 
旧利根　　萩原　四郎　５６-２２４７　 
片　品　　金子　英樹　５８-２８５１ 
旧月夜野　高橋　建六　６２-２０４５ 
旧水上　　高柳　尚弘　７２-５０１３ 
旧新治　　林　　利雄　６４-００９７　 
昭　和　　杉木　哲二　２４-３８７２ 

受付８時３０分～受付 
９時～開会式・対局開始 
 

主　催：利根保健生協囲碁大会実行委員会 
お問い合わせ　事務局 組織課　22-2300

と　き…3月20日（土）　午後1時30分～　 
ところ…利根沼田文化会館 小ホール 
演　題…「禁演落語にかける思い」 
 　　　　　「禁演落語」とは国家権力などによって自粛を強いられ 
　　　　　　事実上上演を禁じられた落語のことです。 

講　師…立川 談之助 落語家 (前橋市出身 92年真打昇進） 
 主催：利根沼田九条の会 

とき…2月21日（日）　ところ…利根沼田文化会館 と　き…2月6日（土）午後2時～  
ところ…利根中央病院内科外来待合ホール 午前10時～全体会　 

　講 演：「貧困から子どもを守るために」 
　講 師：白鳥　勲先生（さいたま教育文化研究所 事務局長） 
午後１時～分科会 

主催：利根沼田母親連絡会 主催：利根中央病院看護部 

「利根沼田九条の会」 
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第29回 利根沼田母親大会 2010 New Year Concert  New Year Concert   2010 New Year Concert  New Year Concert   2010 New Year Concert 
（ニューイヤーコンサート） 

５ 周 年 
記念集会 

群馬県では、子どもの調子が悪くなったとき、すぐに受診した方がよいか、 
家庭でどのような対処をしたらよいか、夜間や休日に電話で相談に応じています。 

健康管理科より 

　
３
月
の
人
間
ド
ッ
ク
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
管
理
科
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。　
 

利
根
中
央
病
院
　
☎
22
４
３
２
１（
健
康
管
理
科
） 

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内
 

使
用
済
み
切
手
も
役
立
つ 

世
界
の 

子
ど
も
た
ち
の 

　
生
命
を
救
う 

 

い
っ
そ
う
愛
さ
れ
る
歯
科
に

い
っ
そ
う
愛
さ
れ
る
歯
科
に 

　    

10
年
度
方
針
づ
く
り
検
討
会

年
度
方
針
づ
く
り
検
討
会 

 

い
っ
そ
う
愛
さ
れ
る
歯
科
に 

　    

10
年
度
方
針
づ
く
り
検
討
会 

「55年の歴史を誇りに 
　　 安心の地域づくり」 「お医者にかかるべき？」と迷ったら「♯8000」に電話を！ 

 

休日・夜間  子どもの病気やケガ 休日・夜間  子どもの病気やケガ 

ユ
ニ
セ
フ
募
金 

生命を生み出す母親は 生命を育て　生命を守ることをのぞみます 
　いっしょにつくろう 住みよい社会 

清々しい、新年の幕開けを病院職員や仲間の奏でる 
歌や演奏でご一緒に楽しみましょう。 

入場無料 

月～土　19時～24時 日・祝日・年末年始　９時～24時 

２
０
１
０
年
 

年
頭
集
会
 

　
ユ
ニ
セ
フ
コ
ー
ナ
ー
の
前
で 

　
担
当
の
理
事
会
社
保
委
員
会 

▲
 

藤平先生と参加のみなさん 
「西部夢プラン建設用地」 
整地され、組合員さん手作りで立て看板設置 

大根の葉には、β-カロテン、ビタミンＣ、鉄分も豊富。また切干しにするとビタミン、ミネラル、食物繊維などが濃縮し栄養価も高まります。 

2010年２月１日（毎月1回1日発行） 第485号　（２） 



  

2010年２月１日（毎月1回1日発行） 第485号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

大根は丸ごと保存する場合は、新聞紙に包んで涼しいところに。カット大根の保存には、ラップで包み冷蔵庫で保存しましょう。 

12月班会開催一覧 

材木町１ 

材木町２ 

材木町11 

上原町6-2 

上原町7-4 

榛名町8-2 

榛名町1-2 

榛名町8-1 

鍛冶町６ 

鍛冶町10 

上久屋町馬場 

戸鹿野町1 

下久屋合同班 

下発知町２ 

下発知町４ 

硯田合同 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

宮塚１ 

尾合上 

高戸谷 

大原合同 

菅沼 

中野合同 

後閑上入合同 

後閑下入合同 

後閑稗田 

後閑上入 

後閑上新道 

町組合同2-2班

町組合同13-2班 

橋下原 

橋下洞 

橋下都 

須川十二河原 

布施宿 

糸井中宿 

入原上１ 

入原上２ 

入原中 

入原下１ 

入原下２ 

判形前原 

新婦人 

新婦人 

新婦人 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

年間計画・体組成チェック 

笑いの効用 

笑いの効用 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

年間計画・忘年会 

そばうち、忘年会 

年間計画・忘年会 

大腸がんチェック、インフルエンザ予防について 

大腸がんチェック、インフルエンザ予防について 

忘年会 

食の話 

食の話 

胃がんの話、ピロリ菌チェック 

調理実習 

高齢者の肺炎 

認知症について、ストループテスト 

忘年会 

年間計画づくり 

尿チェック 

尿チェック 

ゲートボール 

ゲートボール 

ゲートボール 

カムカム健康法 

カムカム健康法 

認知症の話、大腸がんチェック 

認知症の話、大腸がんチェック 

認知症の話、大腸がんチェック 

忘年会・年間計画づくり 

大腸がんチェック、年間計画、忘年会 

認知症・学習療法について 

いきいきサロン、らくらく体操 

いきいきサロン、らくらく体操 

いきいきサロン、らくらく体操 

いきいきサロン、らくらく体操 

いきいきサロン、らくらく体操 

忘年会 

ころばん・せらばん体操 

ころばん・せらばん体操 

ストレッチ・ころばん体操 

飲酒について 

肥満について 

4 

3 

5 

4 

3 

4 

4 

4 

3 

4 

5 

7 

3 

4 

3 

9 

6 

5 

6 

5 

5 

8 

4 

7 

5 

4 

4 

3 

4 

3 

3 

4 

4 

3 

2 

6 

5 

4 

4 

4 

4 

4 

8 

12 

9 

10 

12 

16

小野　のぶ 

大谷　好子 

小林永久子 

村田　定蔵 

武井　嗣男 

金子　くら 

戸部　大吉 

宮内はつ枝 

竹村　健一 

馬場半次郎 

織田沢澄世 

星野　早苗 

星野サヨ子 

永井　将一 

柴崎　　滋 

金子　幸子 

茂木　チヨ 

生方志づ子 

深津　文子 

角田　梅子 

加藤　眞喜 

星野　一重 

戸丸　長太 

戸丸　英子 

佐藤　　興 

渋谷　典子 

 

 

 

丸 山 　 功  

杉木　人江 

若松　和子 

高野　京子 

杉木フミ子 

田村　照代 

島崎　金衛 

須藤　澄子 

板橋きみ江 

高橋志津江 

堤　アサ江 

堤　ちせ子 

堤 　 み ゑ  

木村千代子 

中島　三枝 

中島　三枝 

中島　三枝 

西畠みどり 

諸田　光子 

48回 総  計 252人 

沼田東

　 

 

 

 

沼田西 

 

 

沼田南 

 

利　南 

 

 

池　田 

 

薄　根 

川　田 

 

 

白　沢 

利根北 

 

片　品 

川　場 

月夜野東 

 

 

 

 

月夜野西 

 

 

 

 

新　治 

 

昭和東 

昭和南 

 

 

 

 

高　山 

職域・他 

 

 

病棟・他 

 

初
雪
に
鵯
の
鳴
き
声
賑
は
し
く
う
め
も
ど
き
の
実
今
日

も
啄
む 

 

牛
馬
と
共
に
暮
せ
し
農
の
家
囲
炉
裏
か
こ
み
し
夜
な
べ

懐
か
し 

 

ど
の
家
の
庭
に
生
う
る
か
金
木
犀
草
取
る
畑
ま
で
香
り

た
だ
よ
ふ 

　 照
れ
ば
咲
き
曇
れ
ば
閉
づ
る
福
寿
草
春
に
先
が
け
軒
に

明
る
し 

 

時
雨
る
る
中
窯
の
口
焚
き
終
え
て
立
つ
子
持
は
け
ぶ
り

て
見
え
ざ
る
朝 

 

夕
食
の
鍋
を
か
こ
み
て
孫
達
の
笑
顔
楽
し
く
一
杯
に
酔

う 
 

わ
が
恩
師
九
十
才
で
全
盲
と
か
陶
芸
楽
し
と
明
る
き
声

で 
 

住
む
人
の
絶
へ
た
る
庭
に
残
り
咲
く
黄
菊
に
在
り
し
日

の
浮
か
び
来
る 

 

雑
草
と
言
ふ
名
は
な
く
て
道
端
の
小
さ
き
命
を
図
鑑
に

さ
が
す 

 

瀧
底
に
落
ち
葉
踏
み
し
め
下
り
ゆ
け
ば
水
無
き
の
岩
の

姿
露
に 

沼
田
市
上
原
町
　
　
　
吉
　
野
　
秋
　
子 

  

白
沢
町
尾
合
　
　
　
　
飯
　
田
　
清
　
子 

  

川
場
村
立
岩
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
好 

  

沼
田
市
坊
新
田
町
　
　
小
　
林
　
初
　
江 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
小
　
林
　
文
　
吉 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
小
　
林
　
民
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
塩
　
沢
　
忠
　
子 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
横
　
坂
　
良
　
子 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

話
し
手
の
欲
し
き
独
り
の
春
炬
燵 

春
立
ち
て
な
ほ
風
硬
き
裏
赤
城 

受
話
器
置
く
後
の
寂
け
さ
寒
燈
下 

豆
撒
や
ひ
と
き
わ
高
く
孫
の
声 

夕

映

え

に

輝

く

岳

の

雪

姿 

胃
カ
メ
ラ
の
事
無
き
終
え
て
年
新
た 

軒
を
訪
う
雀
に
も
賀
詞
大
旦 

津
久
田
ま
で
来
れ
ば
梅
咲
く
日
和
か
な 

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
真
　
下
　
章
　
子 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
藤
　
井
　
三
代
子 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
信
　
子 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
桑
　
原
　
昭
　
一 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
　
　
い
く
じ 

薄根　硯田合同班（班会年間計画づくり） 
　先日の『がん検診推進サポーター養成講座』の受講
者が学んだことを報告。「やっぱり検診は大切だね」と
各種検診の話が班会の年間計画に盛り込まれました。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

小松菜と豚肉の和風炒め 
□ 作り方 
①豚肉は一口大に切る。コンニャクは塩少々でもんで水洗
いし、短冊に切る。 
②小松菜は5b長さに切り、ニンジンは5a角の棒状に切り、
シイタケは1b幅に切る。ショウガはせん切りにする。
Ａは合わせておく。 
③フライパンに油を熱し、豚肉を炒める。色が変わったら
コンニャクを入れ、水気をとばすようにして炒める。 
④Ａの半量を入れてサッと炒め、ニンジン、シイタケ、小松
菜の茎、ショウガを加え炒める。 
⑤しんなりしたら小松菜の葉、Ａの半量を入れて炒め、こ
しょうで味をととのえる。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　小野由美子） 

豚ロース薄切り肉…200n　小松菜…2/3束　 
ニンジン（中）…1/2本　コンニャク…1枚　シイタケ…8枚　 
ショウガ…1/2かけ　Ａ（だし…小さじ2　しょうゆ…小さじ2 
水…カップ1/4　こしょう…少々　コーン油…大さじ1） 

月夜野東　下牧原の中班（新年会､体組成、尿チェック） 
　班の保健委員さんが毎回測定している血圧は、全員
適正値でしたが、体脂肪は増加気味。「お正月食べたか
らなぁ」と反省し「気をつけよう」と話し合いました。 

沼田中　西倉内合同班（お正月カルタ大会） 
　『け検診とセルフケアで歯の健康』組合員、利根歯科
診療所職員で協力してつくった「口福カルタ」などで
交流しました。和気あいあいのお楽しみ班会でした。 

川田　田中班（簡単にできる体操） 
　15人が集まって阿波踊り体操や指の体操をしました。
「楽しかったね」「また体を動かしたいね」との声があり、
次回も続けて体操班会を予定しています。 

池田　岡谷西部1班（新年会） 
　班会恒例の血圧チェックの後、班長さんの準備した
料理を前に「今年もよろしくお願いします」と乾杯。世
間話で盛り上がり、楽しい新年会でした。 

沼田南　鍛冶町10班（新年会、睡眠の話） 
　「毎日歩いているよ」「ラジオ体操を続けている」と
お昼を食べながら各々の健康法などが話題になりま
した。また、睡眠の話を聞いて経験談で交流しました。 

小松菜はビタミンＡが豊富！風邪の予防にもおすすめです。 

《お願い》 
なるべく当季雑詠の 

作品をお寄せ下さい。 



2010年２月１日（毎月1回1日発行） 第485号　（４） 利 根 の 保 健  

里帰り出産の 
方も大歓迎！ 

皆さんのお宅の素敵な 
エンジェルの写真投稿を 
お待ちしております。 

新型インフルエンザ 
予防接種実施中！ 

部位によって味わいが違う大根。葉に近い方は堅いが甘く、下の方は辛みが強い。中央部は、肉質も柔らかで甘み辛みのバランスが良いです。 

　
心
臓
は
胸
の
真
ん
中
に
あ
る
握
り
こ
ぶ
し
程
度
の
大
き
さ
の
臓

器
で
、
一
日
に
十
万
回
も
収
縮
を
繰
り
返
し
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
状
態
で
は
、
心
臓
は
一
分
間
に
五
十

回
〜
百
回
収
縮
を
行
い
ま
す
（
脈
拍
）。
こ
れ
が
極
度
に
速
く
な

る
状
態
を
「
頻
脈
」
、
遅
く
な
る
状
態
を
「
徐
脈
」
と
言
い
ま
す
。 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療
は
、
徐
脈
に
な
っ
て
し
ま
う
不
整
脈
の

治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

冬
晴
れ
の
谷
川
岳
の
耳
二
つ

　
虚
空
に
白
き
光
を
は
な
つ

 

　
今
年
一
月
の
「
歌
会
始
」
に
一

般
応
募
２
万
３
、３
４
６
首
の
中

か
ら
入
選
の
10
人
に
選
ば
れ
た
笛

木
さ
ん
の
作
品
で
す
。
今
年
の
お

題
は
「
光
」。
い
つ
も
魅
せ
ら
れ

て
い
る
谷
川
岳
の
雪
晴
れ
の
美
し

さ
を
詠
ま
れ
た
も
の
。 

　
「利
根
の
保
健
」
の
文
芸
欄
で

も
お
馴
染
み
の
笛
木
さ
ん
は
、
長

い
教
職
生
活
後
、
利
根
沼
田
短
歌

会
に
所
属
し
て
15
年
間
、
歌
を

つ
く
り
続
け
て
お
り
、
今
回
そ
れ

が
実
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　
20
年
前
に
利
根
中
央
病
院
に

入
院
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

は
、
「今
で
も
忘
れ
な
い
。
増
資

に
も
い
っ
そ
う
協
力
し
た
い
。
早

く
新
病
院
建
設
を
」
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
角
田
） 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
谷
川
岳
に
魅
せ
ら
れ
て
」 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
笛
木 

力
三
郎 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療 

心
臓
に
刺
激
を
与
え
て
脈
拍
を
維
持 

すくすく すくすく エ ン ジ エ ル 
エ ン ジ エ ル 
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（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。 
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みなかみ町下牧 

高橋　茜ちゃん（１歳１ヶ月） 
もぐもぐ いちご大好き！ 

あかね 

沼田市柳町 

増田蒼空くん（７ヶ月） 
我が家のかわいい怪獣です♪ 

そら 

み
な
か
み
町
師 

金
古
碧
夢
く
ん（
２
歳
８
ヶ
月
） 

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
♪ 

あ
ゆ
む 

沼
田
市
久
屋
原
町 

内
海
琉
惺
く
ん（
２
歳
５
ヶ
月
） 

車
が
大
好
き
☆ 

り
ゅ
う
せ
い 

沼
田
市
下
川
田
町 

本
多
詠
斗
く
ん（
１
歳
５
ヶ
月
） 

ニ
コ
ニ
コ
す
ま
い
る
♪ 

え
い
と 

み
な
か
み
町
藤
原 

林
　
陸
浩
く
ん（
５
ヶ
月
） 

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
甘
え
る
よ 

た
か
ひ
ろ 

新型インフルエンザ予防接種は、年齢問わず 

全ての方が受けられるようになりました。 

電話にてお申し込みください。　 

　　　　利根中央病院 ☎22－4321

　
心
臓
の
壁
の
中
に
は
、
刺
激
伝

導
系
と
呼
ば
れ
る
電
気
の
通
り
道

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
右
心
房
と
い
う
部
屋
の
壁

の
中
に
、
洞
結
節
と
呼
ば
れ
自
分

で
電
気
を
起
こ
す
働
き
を
持
っ
た

細
胞
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た
電
気

刺
激
が
刺
激
伝
導
系
の
中
を
伝
わ

っ
て
、
筋
肉
で
出
来
て
い
る
心
室

の
壁
が
刺
激
さ
れ
心
臓
が
収
縮
し

ま
す
。 

　
こ
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
、

洞
結
節
で
電
気
が
起
こ
せ
な
く
な

っ
た
り
、
刺
激
伝
導
系
の
中
で
電

気
の
伝
わ
り
が
悪
く
な
っ
た
場
合

に
、
脈
が
極
度
に
ゆ
っ
く
り
に
な

っ
た
り
、
ひ
ど
い
と
心
停
止
に
陥

る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
き
ま
す
。 

脈
拍
は
ど
の
よ
う
に 

作
ら
れ
る
の
か 

徐
脈
す
ぎ
る
と 

な
ぜ
い
け
な
い
の
か 

　
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
三
秒
〜

五
秒
間
、
脈
が

抜
け
る
（心
停

止
）と
め
ま
い

や
目
の
前
が
暗

く
な
る
な
ど
の

症
状
が
出
現
す

る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
以
上

長
く
心
停
止
が

あ
れ
ば
失
神
が

起
き
て
き
ま

す
。
脈
が
回
復

す
れ
ば
良
い
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

心
停
止
し
た
状
態
が
続
け
ば
死
亡

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
脈
が
抜
け
る
よ
う
な
こ

と
は
な
く
て
も
、
徐
脈
性
不
整
脈

に
よ
っ
て
慢
性
的
に
極
端
な
徐
脈

（
例
え
ば
脈
拍
三
十
回
な
ど
）
が

続
い
て
い
る
と
、
全
身
に
十
分
な

血
液
が
巡
っ
て
ゆ
か
な
い
た
め
、

疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
心
臓
が

大
き
く
な
っ
て
息
苦
し
く
な
っ
た

り
、
む
く
み
が
出
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
心
臓
の
ポ
ン
プ
と
し

て
の
働
き
が
良
く
な
い
た
め
に
体

の
調
子
が
悪
く
な
る
状
態
を
「
心

不
全
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
を
放

置
し
て
い
る
と
、
呼
吸
が
さ
ら
に

苦
し
く
な
っ
た
り
、
肝
臓
・
腎
臓

な
ど
様
々
な
臓
器
の
働
き
が
悪
く

な
る
多
臓
器
不
全
へ
と
進
展
し
、

命
に
か
か
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
必
要
な
脈
拍
を
心

臓
が
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
に
、
心
臓
に
刺
激
を

与
え
て
脈
拍
を
維
持
す
る
道
具
が

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
で
す
。 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
、
心
臓
の

動
き
を
感
知
し
つ
つ
必
要
な
時
に

は
心
臓
に
電
気
刺
激
を
送
る
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
ー
（
電
池
＋
マ
イ
ク
ロ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
役
割
）
と
刺
激

を
心
臓
に
伝
え
る
リ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
電
線
か
ら
成
り
ま
す
（
図

２
）。 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
さ
ま
ざ
ま

な
設
定
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
、
基
本
的
に
は
自
分
の
心
臓
が

動
い
て
い
る
と
き
は
そ
れ
を
感
知

し
て
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
黙
っ
て

い
て
、
い
ざ
心
臓
が
き
ち
ん
と
脈

を
打
た
な
い
と
き
に
は
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ
ー
か
ら
刺
激
が
出
て
心
臓
を

刺
激
し
、
必
要
な
脈
を
打
つ
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。 

　
最
近
で
は
単
に
脈
拍
を
維
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
心
臓
を
複
数
の

場
所
か
ら
刺
激
し
て
心
臓
の
収
縮

力
を
改
善
さ
せ
た
り
、
命
に
か
か

わ
る
よ
う
な
危
険
な
不
整
脈
が
出

現
し
た
際
に
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
送
る
特
殊
な
機
器
も
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
（
植
込
み
型
徐
細

動
器
な
ど
）。 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー 

　
　
　
　
植
込
み
術 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
み
の
た

め
の
手
術
は
、
局
所
麻
酔
を
し
て

鎖
骨
の
下
に
５
cm
ほ
ど
の
切
開
を

行
い
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
皮
下

に
納
め
、
同
時
に
鎖
骨
の
裏
の
静

脈
か
ら
心
臓
に
リ
ー
ド
を
挿
入
す

る
も
の
で
す
。 

　
体
へ
の
負
担
も
少
な
い
の
で
、

高
齢
の
方
で
も
安
全
に
施
行
で
き

ま
す
。 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
種
類
や
手

術
の
内
容
、
患
者
さ
ん
の
血
管
の

状
態
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
た

い
て
い
は
一
時
間
〜
二
時
間
程
度

で
終
了
し
ま
す
。 

　
手
術
後
は
一
週
間
程
度
で
傷
口

が
ふ
さ
が
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

目
安
に
退
院
で
き
ま
す
。 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー 

植
込
み
後
の
注
意
点 

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
身
体
に
入

り
ま
す
と
、
身
体
障
害
者
一
級
の

手
帳
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
脈
拍
が
維
持
さ
れ
ま
す
の

で
今
ま
で
ど
お
り
に
生
活
で
き
ま

す
。 

　
た
だ
し
、
肩
こ
り
な
ど
の
と
き

に
使
う
低
周
波
治
療
器
や
電
動
の

草
刈
り
機
な
ど
電
気
や

電
磁
波
が
体
に
強
く
影

響
す
る
よ
う
な
機
器
の

使
用
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
携
帯
電
話
は

手
術
を
し
た
の
と
反
対

側
の
手
に
持
っ
て
使
用

す
れ
ば
良
い
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
こ
と
は
あ
ま

り
心
配
な
く
生
活
が
可

能
で
す
。 

　
当
院
で
は
合
併
症
の

少
な
い
胸
郭
外
穿
刺
、

心
臓
の
働
き
を
維
持
す
る
心
室
中

隔
ペ
ー
シ
ン
グ
と
い
う
方
法
を
用

い
て
手
術
す
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。 

図１ 

図２ （大きさを500円玉と比較） 
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